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【形状･構造及び原理等】 

本品は、輸液療法などに用いる連結管である。 

 

(各部の名称) 
 

 
 

本品はポリ塩化ビニル（可塑剤：トリメリット酸トリ-2-エチ

ルヘキシル）を使用している。 

 

*【使用目的、効能又は効果】 

チューブの両端に薬液瓶又は他の器具との接続部をもつ連結

管をいう。輸液で薬液瓶内の液を移すために用いる。 

 

【操作方法又は使用方法等】 

1.本品の切り口部より取り出し、ビン針又はプラスチック針の

プロテクターを取り除いて容器のゴム栓の○印中央に、真直

ぐいっぱいの深さまで穿刺し連結させて下さい。また、バッ

グ等への穿刺部にはビン針を穿刺して下さい。 

2. 薬液との接液部分には手を触れないよう注意し、十分接続さ

れたことを確認の上、使用して下さい。 

3. 輸液容器がガラスビンの場合は、連結した最後の容器にエア

ー針を刺して下さい。 

4. チューブ内に満たして使用する場合は、一端を上にして薬液

を完全に導いてから使用して下さい。 

 

*＜使用方法に関連する使用上の注意＞ 

1.本品のビン針等の針部には直接手を触れないで下さい。 

2.輸液容器等のゴム栓(○印)に斜めに刺通したり横方向に力を

加えると、ビン針等に曲がりや破損が生ずる場合があります。 

3.プライミング時に接続部からの液漏れ等の異常が認められた

場合は使用しないで下さい。 

4.本品は、血液バッグに使用しないで下さい。 

 

【使用上の注意】     
重要な基本的注意 

○万一、包装が破損や汚損している場合や、製品に破損等の異

常が認められる場合は使用しないこと。 

○開封は使用直前に行うこと。 

○併用する医薬品及び医療機器の添付文書を確認後、それぞれ

の使用方法､使用上の注意に従って使用すること。 
【禁忌･禁止】 

*○あらかじめ接続部に緩みがないことを確認してから使用する

こと。使用中は本品の破損、接合部の緩み及び薬液漏れ等に

ついて、定期的に確認すること。 

*○プライミング後は直ちに薬液を投与すること。［薬液が汚染

される可能性がある。］ 

*○チューブが折り曲げられたり、引っ張られた状態で使用しな

いこと。 

*○チューブ等が身体の下等に挟まれないよう注意すること。 

［チューブ等の折れ、閉塞、破損等が生じる可能性がある。］ 

*○チューブを鉗子等でつまんで傷をつけないように、さらに、

はさみ等の鋭利なもので傷をつけないように注意すること。

［液漏れや破損が発生する可能性がある。］ 

*○チューブ及びチューブの接続部には過度に引っ張る、押し込

む、折り曲げるような負荷を加えないよう注意すること。［チ

ューブの抜け、破損、伸び等が生じる可能性がある。］ 

*○脂肪乳剤及び脂肪乳剤を含む医薬品、ヒマシ油等の油性成分、

界面活性剤又はアルコール等の溶解補助剤などを含む医薬品

を投与する場合及びアルコールを含む消毒剤を使用する場合

は注意すること。［薬液によりひび割れ等が生じる可能性が

ある。特に、全身麻酔剤、昇圧剤、抗悪性腫瘍剤及び免疫抑

制剤等の投与では、必要な投与量が確保されず患者への重篤

な影響が生じる可能性がある。］ 

*○ひび割れが確認された場合は、直ちに新しい製品と交換する

こと。 

○使用後は、感染防止に留意し安全な方法で処分すること。 

 

【貯蔵･保管方法及び使用期間等】 

１．貯蔵・保管方法 

水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて保管すること。 

２．有効期間・使用の期限 

内箱の使用期限欄を参照のこと（自己認証による）。 

 

【包装】 

50本/箱 

 

*【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称及び住所等】 

製造販売（問い合わせ先） 

ニプロ株式会社 

大阪市北区本庄西3丁目9番3号 

電話番号：06-6372-2331（代表） 

 

製造（輸入先） 

ニプロ・タイランド・コーポレーション 

［NIPRO (THAILAND) CORPORATION LIMITED］ 

タイ王国 

［Thailand］ 

○再使用禁止 

 


